
最
近
の
研
究
室

令
和
３
年
３
月
に
有
村
様
（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
）
，
杉
本
さ
ん
は
後
期
博
士
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
．
４
月

に
は
山
下
様
（
ヒ
ノ
デ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
社
会
人
ド
ク

タ
ー
に
入
学
し
ま
し
た
．
ま
た
，
学
部
４
回
生
６
人
，
研
究
生

１
人
が
新
た
に
加
わ
り
，
総
勢
○
○
人
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し

た
．
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
，
工
夫
し
て
，

日
々
，
研
究
室
に
て
研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
．
現
在
は
，

大
学
院
の
院
試
，
構
造
工
学
論
文
集
の
執
筆
，
修
士
論
文
に
関

す
る
実
験
，
解
析
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
．

令和3年
8月発行
同窓会号

オンライン開催

令
和
3
年
2
月
12
日
に
後
期
博

杉
本
さ
ん
「
橋
梁
構
造
物
の
た
め

の
非
突
出
型
エ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
接

合
の
設
計
法
に
関
す
る
研
究
」
と

社
会
人
ド
ク
タ
ー
有
村
様
「
腐
食

劣
化
の
生
じ
た
鋼I

桁
橋
の
橋
梁
シ

ス
テ
ム
冗
長
性
を
考
慮
し
た
合
理

的
な
耐
荷
性
能
評
価
手
法
に
関
す

る
研
究
」
，
8
月
6
日
に
郎
さ
ん

「
新
型
高
力
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
活
用

し
た
鋼
橋
の
補
修･

補
強
技
術
に
関

す
る
研
究
」
の
博
論
公
聴
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ
ラ
イ
ン
を
併
用

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

２
０
２
２
年
春
よ
り
，
大
阪
市
立
大
学
は
，
大

阪
府
立
大
学
と
統
合
し
，
大
阪
公
立
大
学
へ
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
．
工
学
部
は
，
現
６
学
科
か
ら
，

１
２
学
科
と
な
り
ま
す
．
工
学
部
都
市
学
科
の

キ
ャ
ン
パ
ス
は
，
２
０
２
６
年
年
度
を
目
標
に
，

現
大
阪
府
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
百
舌
鳥
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
転
す
る
予
定
で
す
．
そ
れ
ま
で
は
杉

本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ま
ま
で
す
．
さ
ら
に
詳
し
い
情

報
は
，
下
のQ

R

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
．

更に詳しくはこちら

２
０
２
１
年
度
土
木
学
会

関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会

大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
土

木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら
土
木
」
も
今
年

で
4
年
目
と
な
り
ま
し
た
．
今
年
度
は
，
”
新
名

神
高
速
道
路
，
成
合
第
一
高
架
橋
工
事
”
に
て
片

持
張
出
架
設
工
法
を
橋
面
に
登
り
，
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．
ま
た
，

”

震
災
資
料
保
管

庫
”
で
の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
構
造
物

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．

ぶ
ら
土
木
サ
ー
ク
ル
で
は
，
現
場
な
ど
の
見
学

先
を
探
し
て
い
ま
す
．
お
進
め
の
場
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
，
ご
紹
介
下
さ
い
．
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
．

ぶ
ら
土
木

今
年
の
就
職
先
（
令
和
3
年
4
月
入
社
）

J
FE

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
，

横
河
ブ
リ
ッ
ジ

研
究
テ
ー
マ
紹
介(

令
和
三
年
度
：M

1

～D
3
)

継
手

補
修
・
補
強

•

高
力
ス
タ
ッ

ド
ボ
ル
ト
を

用
い
た
当
て

板
補
強
工
法

の
疲
労
強
度

お
よ
び
荷
重

伝
達
機
構
に

関
す
る
研
究

•

バ
イ
パ
ス
部

材
を
用
い
た

橋
梁
部
材
の

取
替
え
工
法

に
関
す
る
研

究

•

高
力
ボ
ル
ト

間
隔
に
着
目

し
た
鋼I

桁

腹
板
の
当
て

板
断
面
補
強

に
関
す
る
研

究

•

鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
床
版
に
適

用
す
る
底
鋼
板
継
手
の
構
造
提
案

に
関
す
る
研
究

•

球
状
黒
鉛
鋳
鉄
を
用
い
た
道
路
橋

床
版
の
実
用
化
に
関
す
る
研
究

床
版

•

鋼I

桁
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継

手
の
す
べ
り
・
変
形
支
圧
限
界
に

着
目
し
た
限
界
状
態
設
計
法
に
関

す
る
研
究

•

摩
擦
用-

支
圧
用
高
力
ボ
ル
ト
を

用
い
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
継
手
に
関

す
る
研
究

•

摩
擦
接
合
と
支
圧
接
合
を
作
用
さ

せ
た
片
面
施
工
ボ
ル
ト
の
引
張
挙

動
に
関
す
る
研
究

•

フ
ィ
ラ
ー
を
有
す
る
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ
り
後
強
度

に
関
す
る
研
究

•

双
皿
型
高
耐
久
性
高
力
ボ
ル
ト

セ
ッ
ト(

ダ
ブ
ル
ス
ピ
ン
ド
ル

フ
ァ
ス
ナ
ー
：DSF)

の
開
発

•

接
合
面
に
接
着
剤
を
塗
布
し
た
高

力
ボ
ル
ト
摩
擦-

接
着
併
用
接
合

の
簡
易
設
計
法
に
関
す
る
研
究

•

ス
ロ
ッ
ト
孔
を
有
す
る
高
力
ボ
ル

ト
摩
擦
接
合
継
手
に
関
す
る
研
究

•

29
年
間
供
用
し
た
高
力
ボ
ル
ト

摩
擦
接
合
継
手
部
の
性
能
照
査
に

関
す
る
研
究

•
桟
橋
の
突
出
部
を
有
す
る
引
張
接

合
部
に
お
け
る
解
析
的
検
討

全
橋
解
析

•

橋
梁
応
答
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

に
よ
る
既
設

ゲ
ル
バ
ー
橋

ヒ
ン
ジ
部
の

変
状
評
価
に

関
す
る
研
究

•

桁
端
部
腐
食

損
傷
時
の
鋼

鈑
桁
橋
各
構

成
部
材
が
有

す
る
荷
重
分

担
シ
ス
テ
ム

に
関
す
る
検

討

令和3年度 第一回橋梁研ゼミ

令和3年度 ボーリング大会

２
０
２
２
年

大
阪
公
立
大
学

始
動

橋
梁
研
新
聞

大阪市大

押し抜き試験

合成床版
疲労試験

博
論
公
聴
会

海
外
活
動

・E
A

S
E

C

16
：B

R
IS

B
A

N
E

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
開
催
さ
れ
，

研
究
室
か
ら
は
社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
岑
山
様
（
駒

井
ハ
ル
テ
ッ
ク
）
，
松
本
様
（
建
設
技
術
研
究

所
）
，
浅
野
さ
ん
，
佐
倉
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た

・IA
B

S
E

20
：C
H

R
IS

T
C

H
U

R
C

H

(

20
年
2
月
3
日~

5
日
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
開
催
予
定
で
し
た
が
，

co
v
id

19
の
影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
，

研
究
室
か
ら
は
神
野
さ
ん
，
大
浦
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
．

令
和
３
年
５

月
２
３
日
に
修

士
１
年
生
５
名

が
投
稿
を
し
た

論
文
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
い
ま
し
た
．

福
辻
さ
ん
が
優

秀
発
表
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
．

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！

新名神高架橋工事 震災資料保管庫

初
の
学
会
発
表

で
，
質
疑
応
答

に
苦
戦
し
つ
つ

も
，
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
たオンライン発表会


